第24回大阪府地方独立行政法人評価委員会　議事要旨

１　日時　　　　平成22年12月3日（金）　午前11時35分～12時15分
２　場所　　　　大阪赤十字会館「302会議室」
３　出席委員　　奥林委員長、安部委員、槙野委員、松澤委員、宮嶋委員
　　　　　　　　（辻本委員、中島委員、山谷委員は欠席）

４　議題

（１）公立大学法人大阪府立大学の次期中期計画の素案について
（２）委員長の選任について
　（３）その他
５　議事概要

Ⅰ　開会
○　委員長が議事項目の確認。
　Ⅱ　議事

（１）公立大学法人大阪府立大学の次期中期計画の素案について
○　資料1「公立大学法人大阪府立大学の第2期中期計画（素案）に対する主な意見」及び資料2「公立大学法人大阪府立大学の第2期中期目標・中期計画（素案）対応表」により、部会での経過について、法人から説明。
○　知事に対する意見書案として「中期計画（案）のとおり定めることが適当である」とすることを確認。
（２）委員長の選任について
○　委員長から、任期満了に伴う退任を報告。
○　委員長から、次期委員長として安部委員を推薦。
○　各委員に異議がないことを確認し、安部委員を次期委員長に決定。
○　安部委員から、委員長就任にあたって、次のコメントがあった。

・　ただ今、委員長から指名いただき、委員の皆様から承認いただいた。ビジネスの世界では創業者が非常に頑張って立派に業績を上げても、2代目がそれを潰してしまうことがままある。奥林委員長、手腕、力量ともに大変優れた方で、2代目が創業者の業績を潰さないように、委員各位の協力を得ながら、進めていきたい。また、事務局には色々とサポートをよろしくお願いしたい。これから、2年間よろしくお願いする。
（３）その他
○　退任に当たって、委員長から挨拶があった。

・　3期6年ということだが、最初、この大阪府地方独立行政法人評価委員会が設立されたとき私が指名されたのは、総務省の仕事をしていた関係からだった。私が学術会のメンバーだったときに、総務省から総務省の独立行政法人についての評価委員を推薦して欲しいという依頼があり、経営学を勉強している私に話があった。私は、総務省の平和記念特別基金の分科会の主査として仕事をしていた関係で、大阪府から依頼があり、この仕事を引き受けた。ただ、国レベルだと色々と事情がわかる人はいるが、都道府県のレベルになると、初めての独立行政法人評価委員会ということもあり、私自身も、府の担当職員も何をどうしたらいいのか、さらには、独立行政法人の役員の方も評価委員会とどう付き合えばいいのか、どう評価してもらったらいいのか、全くわからない手探りの状況だった。そのような不安の中、とにかく前を向いていこうということで、思い出せば、府立大学の南理事長、府立病院機構の井上理事長と食事を交えながら色々と本質的な意見交換をさせていただき、認識を共通にしながらやっていきましょうと確認しながら、何とか仕事をさせていただいた。府の行政がひっ迫しているので、大学については運営費交付金が非常に減らされていく、病院については大きな借金を低減しなければならないという、非常に大きな問題を抱えていたわけだが、1期終わってみると、予期しないほどの立派な業績を残された。府立大学は、多くの資金を外部から調達し、教育研究の質を落とさず、むしろ公立大学としてはかなり高い、トップレベルの地位を維持していっていただいた。府立病院機構は65億円の借金をほぼ返済し、更にプラスアルファの設備の改善等をされた。評価委員としては、Ｓをあげたいくらいの業績だったと思っている。このような成果を残されたのは、独立行政法人の理事長はじめ役員のみなさん、職員のみなさん、それから府の職員のみなさん、こういう3者の協力があり、同時にこの評価委員会の中でもそれぞれの専門分野からかなり細部にわたる意見が出され、そして、お互いに一種の緊張感を持ちながら、仕事をしていった。それが協力と、お互いの切磋琢磨の中でこういう成果を生んだのではないかと思っている。委員会を運営していく中で、私が1番頭を痛めたのは、この評価委員会自身の役割は一体どこにあるのかということ。模索しながらだったので、どう対応すれば、法人、府との関係がうまくいくのかを色々考えた。1つはこの独立行政法人という仕組みが、世界レベルではかなり普及してきているが、地方の行政レベルではまだ事例のない段階だったので、基本的なスタンスは行政が抱えている課題を独立行政法人として執行するわけだが、行政の期待と、法人の自律性、独立性を、いかにうまく調整していくかが、この独立行政法人評価委員会の1つの役割なのかなと。したがって、行政に対しては、あまり法人の事細かなことについて指示を出すのではなくて、自主的な努力を見守ってほしいとお願いするし、法人に対しては、自律性の中で、できるだけ自ら努力で改善していってほしいとお願いして、いわば両方に対して、お願いをした。行政としての基本路線が敷かれているものについて、具体的にいかに執行していくか、その執行が効率的か、あるいは府民に対して利益をもたらしているか、このような観点からチェックをしていくのが、この評価委員会の役割だと考え、事務局と打ち合わせするときにも双方に対して、色々な意見を聞いたり調べてもらったりという形で調整してきた。その結果が今回のような非常に優れた成果をもたらしと思うし、第3の部会ができるのも1つの成果だと思う。もう1つこの委員会の役割とすれば、この独立行政法人の仕組みそのものを維持していく、あるいはそれをうまく運営していくというのも、この委員会に課された課題だと思っている。そういう立場からすると、どの程度まで踏み込んで意見が言えるのか、発言ができるのか、ということも自問自答しながら質問し、意見をとりまとめさせていただいた。その結果、今日の成果が表れたということだと思っている。同時にこの成果が他の自治体にもかなりの影響を与えており、事務局に聞くと、病院がなぜ成功したのか、大学がなぜうまくいっているのか、という問い合わせが、次々と来ているということ。したがって、日本の中での地方独立行政法人の成功事例として、大阪の事例が参考にされることを期待している。私事になるが、南学長と徳永副理事長に放送大学のインタビューに出てもらった。その放送大学は2024年まで続くので、1番最初の独立行政法人についての考え方、どういうイノベーションをやったかを、全国の人に、見てもらえると思っている。だいぶ長くなって恐縮だが、最後に、6年間、無事任務を全うし、第2期の中期目標、中期計画の見通しができるまで漕ぎつけることができた。これはひとえに、この評価委員会の皆さんの協力によるものであり、同時にそれを支えていただいた行政のみなさん、独立行政法人の役員、職員のみなさんの協力のおかげ。そして、先ほど病院部会の議論を拝見していたが、病院部会でもやはり前向きに、自分たちの努力で運営、医療サービスの改善を積極的にやっていこうという意識の変革があり、大学も自分たちの責任で変えていこうと、いう意欲が感じられる。そういう様々な変革こそが、独立行政法人の成功を基盤で支えていると思う。そのようにもっていった独立行政法人の役員のみなさん、職員のみなさんのご尽力に対して、心からお礼申し上げたい。この制度はこれからも続くので、今後の発展を期待して私の挨拶とさせていただく。どうも長い間ありがとうございました。
○　同じく任期満了に伴い退任される、宮嶋委員から挨拶があった。

・　評価委員がどういうものがよくわからず、的外れなことも言ってしまったのではないかと思うが、大阪府立病院機構は不良債務の解消というすごいことをされ、大阪府立大学は外部資金をたくさん取ってこられ、自分がこういうことを経験させていただき非常にありがたかったと思っている。皆様方の気苦労や、重責に耐えてこられた精神力に、本当に感服する。この5年間、6年間、本当に大変だったと思うが、一生懸命されたので、たまには少し一息つかないといけないのではないか。こういう精神状況の中でずっといかれると、大変だと思うので、どうぞ、一息ついてください。本当に、いい経験をさせていただき、どうもありがとうございました。
○　府立大学及び府立病院機構の各理事長から次のとおり挨拶があった。

（府立大学）
・　大学にとっては、法人になる前に初めてお世話になり、個人的にお世話になりつつ、ここまできた。特に大学は、3つの大学の統合を同時にしたので、大変な時期に先生にお世話になり、委員の皆様にもよいアドバイスをいただきながら、ここまで来れたと思っている。その成果は、認証評価で受けた非常に高い評価に表れており、委員の皆様の、特に奥林先生のご指導のもと、ここまで来れたことを心から感謝申し上げる。私としては、最後に触れられたように、今後も続くこのあり方について、設立団体である大阪府と共に、一体感のある中で、独立行政法人としての独立性をいかに大切にしていくか、どういう形でできるのかを受け止め、法人としての機能を高めていきたい。大学なので、教育研究のレベルを上げていくことはもちろん、ここで評価を受ける自律的な法人の運営は非常に大きな項目だと思うので、そこに目を留め、先生のご指導を心に留めたい。この場を借りて、委員の皆様にも心から感謝を申し上げ、大学としてのご挨拶、ありがとうございますという言葉に代えさせていただく。どうもありがとうございました。

（府立病院機構）

・　奥林委員長、宮嶋委員には大変お世話になった。病院機構は当初、65億7千万円という不良債務を抱えながらスタートし、どういう風に運営をしていくのか、評価をどうするのか、それだけの不良債務が解消できるのかという中で、大変心を煩いながら、5年間、やらせていただいた。独立行政法人としてのメリットを活かしながら自律的な運営に努め、職員みんなが経営参加の意識を持ち、また医療面での貢献ができるかを考えながら、改善し取り組んだ結果、なんとか不良債務の解消の目途がついた。この間、特に奥林委員長には、法人の在り方やガバナンスの部分で大変心強く、あたたかい後押しをいただき、心からお礼を申し上げたい。病院、大学は、大きな社会資本の1つで、府民全体の共有の財産だと思っている。うまく運営していくのは当然ながら、この財産を活用し、府民の期待に応えるかを常に考えており、皆様のお知恵を借りながら、そういう部分と経営の部分をマッチしながら動いてきた。来年度からは2期計画になるが、府民にとって、よりよい高度医療が提供できる形で頑張っていきたいと思う。長い間、ご指導いただいた二人の先生に感謝を申し上げる。どうも、ありがとうございました。
Ⅲ　閉会
以上
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